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日本海海戦 ：そ の 情報通信 か らの 視点 5
一
人間コ ミュ ニ ケー シヨンの輪の 中で

一

小 菅 敏 夫

（電 気通信大学歴 史資料館）

は じめ に

　 日露戦争 …　　 それ は満州 （清国東北部） と朝

鮮半島を め ぐる ロ シ ア と列強各国 の 思 惑 と利害 の

対伍が原因で あ っ た 。 そ して、 ロ シ ア の きわ め て

強引な南下政策に 直接 の 脅威を感 じた 日本が、専

守防衛の ためやむをえず戦端を開 い た の で あ っ た 。

　そ の 戦争 は 、 人間の意思によ る人間 自身の 行為

で あ っ た。け して 大砲や 軍艦が勝手 に戦争を し た

わ け で はなか っ た 。 国家の 戦略も戦場で の作戦 も、

人間が収集 した情報を基 に人間が構想 し策定 し実

行 した の で あ る 。

　 日露戦争 …
　　 目露 そ れぞれ の思惑 もあ っ て 、

両国と も に 望 ま な か っ た戦争で あ っ た。そ の 戦 争

を回避す べ く、両国問で 開戦直前 まで 、
ロ シ ア の

首都サ ン ク ト ・ ペ テ ル ブ ル グで 、 ぎ りぎ りま で の

そ して 入念な交渉、すな わ ち人間 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ヨ ン が 続け られ た 。

　 しか し、 もと もと小国 日本が 開戦に 踏み切 る と

ま で は予想 して い な か っ た ロ シ ア の 交渉態度 は不
ソ ン

遜 で 、 不幸に し て 開戦 。 そ の 直後 に 日本政府は 、

そ れぞれ特使を派遣 して 、 あら か じめ 早期講和 と、

戦費調達 の 対策を講 じ た
。

こ れ も、 人 間 コ ミ ュ ニ

ケ ーシ ヨ ン の 成果に ま っ ほ か に な か っ た。

　戦争遂行 、 要すれ ば戦史 に 著 され た陸上部隊や

艦隊行動 の た め、そ れ らの 個 々 の 戦闘 の 作戦決定

の た め に 、 そ の 開始 ・継続 ・終了 の 時期判定 の た

め に 、そ して 継続する次 の 行動 の 準備の た め に も 、

必要 とす る情報 の 収集が必要で あ っ た こ と は 改め

て 述 べ るま で もな い
。

　 そ の 情報 の 疎通の た め に必 要な有線／無線通 信

回線が設定され運用 され た
。 そ して 、 情報収集の

た め に は 、多数 の 諜報員が 暗躍 した。そ の 傍 ら 、

あ る い は主 目的と して 、 相手 を攪乱す る た め に 偽

りの 情報が流布 され 、 それぞ れ の 敵 の 後方で 、 破

壊活動が実施 され た。

　凵露戦争 …　　 そ の 過程で 、国民 の 戦意を高揚

させ る た め の 広報活動が多彩に 展開 され た 。 報道

は真実 を伝 え る べ き もの の
、 そ れが 戦意を喪失 さ

せ る もの であ っ て はな らず 、 日露とも に管制 がな

さ れ た 。

　諸外国の新聞報道は、たて まえ ト、中立か っ 客

観 的な報道 を 旨と しなが らも 、 民族間の確執、そ

して宗教を異 に す る偏見か ら か な らず し も脱却 し

切れ て は い なか っ た 。 また取材活動 の 制限や ＝
ユ
ー

ス ・ソ
ー

ス の 制約 に 起因 して 、 そ れ らの 報道 の 中

に は少なか らぬ 誤 りも散見 され た 。 そ れ で も在外

の 当事国国民 は 、 管制 されな い情報 に接する こ と

が で き た 。

　 　 　 　 　 　 ts つ は う

　そ して 日本の 捷報が伝え られ る た びご とに 、 永

年 の 白人 に よ る植民 地支配 の 圧制 に 苫 しみ 続 け た

ア ジ ア 、 ア フ リ カ そ して 中南米の 人び と は、凵本

の 勝利に よ っ て 自分 たちが解放 され る日の 近 い こ

とを期待 して 、勇気づ け られ た 。

　加え て 敵対す る相手国 との 問に おい て さえも 、 国

際条約で 定め る人道的な問題処理 の ため の コ ミュニ

ケ
ー

シ ヨ ン ・チ ャ ネル が設定 され て い た の で あ る 。

　双方善戦 。 血み ど ろ の 戦闘 の 後は 、 ア メ リカ大

統領 の 仲介斡旋に よ る講和 と戦後復興 の た め に、

相互 の コ ミュニ ケ ーシ ヨ ン の 再開が望 まれ た 。

　 日露戦争 …　　 崋竟そ れ は 人間 コ ミュ ニ ケ ー
シ

ヨ ン に始ま り 、 人間 コ ミ ュ
ニ ケ ーシ ヨ ン で推移 し、

そ して 終わ っ た 。

　 こ の 人間 コ ミ ュ
ニ ケ ー

シ ヨ ン 、 すな わ ち 「人と

人 お互 い が 、 文化的背景を超え て
、 情報を求め意

思を疎通 し合 い 、あ る い は理 解 し合 うた め の 総 合

的な f”段とそ の 過程」 の 視点か ら囗露戦争 、 特 に

そ の 海戦を 中心 と して 展望 した結果は 、 以 下 の 通

りで あ る。

1．情報収集と諜報活動／和平工 作

‘‘
知彼知 己百戰不殆 （敵を知 り己 を知れ ば百 戦
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あや またず ）
”

と古代中国の 賢人は 喝破 した 。 諸

葛孔明は も と よ り、ア レ キ サ ン ダ
ー大王 も 、 そ し

て わ れ ら の 卑弥子 も 、
こ の こ とは熟 知 して い た 。

　
“
敵を知 る

”

た め の 情報は 、 それ を必要 とす る

受 け乎に受容され て 、 そ の 大脳で 処理 され て は じ

め て そ の 効用を発揮す る。 今凵の 発達 した通信回

線 もコ ン ピ ュ
ータ も畢竟そ の補助于段に すぎな い 。

　
“
己を知 る

”
と は 、敵 と比較 し て 我が 軍 の 兵力

を算定す る に とど まらな い 。 相手に 関す る情報を

偏見や 先入観に と らわ れ ずに 、処理 し客観的 に 評

価する 行為で ある 。 そ れが 可能 な
“
己
”

の 認識 に

ほ か な らな い 。 こ れ は
“
敵を知 る

”
以上に難 しい 。

　そ して
“
敵を知 り己を知る

”
ほ ど に 日本政府 は、

こ の 戦争 に勝利す る こ とが困難で ある こ とを悟 っ

た 。 開戦 の 直後か ら和平 に 向け て の ⊥ 作が始め ら

れた の だ っ た 。

1．1 日本側による活動
匚1］［2｝

　周辺各国 に 放 たれ た ロ シ ア の 諜報員か ら 、 日本

軍 の 動向に関 して さまざまな情報が もた らさ れ た 。

と りわけ ロ シ ア艦隊 に不安 を与え た の は 、日本が

同盟国イ ギ リ ス で 多数 の 水雷艇を 建造、 こ れ に 円

本の 海軍将兵が乗組ん で 、 ロ シ ア 艦 隊を襲撃す る

と い う情報 で あ っ た 。
ロ シ ア 海軍 の 拠点 で あ るバ

ル ト海の 周辺に は望楼が建設され、洋上 で は哨戒

艇が巡視 して 日本の 水雷艇 へ の 厳重 な警戒が続け

られ た。

　
“
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”
に

述 べ られ た イ ギ リ ス で の 水雷艇建造云 々 は 、 ま っ

た く意図的に流 さ れ た デ マ で あ っ た 。

　 しか し 、 目本海海戦 に 先立っ 海戦 で 日本 の 艦 艇

と、そ れ らが放 っ F瀬火薬を充填 した魚雷 の 威力

を見せ っ け られた ロ シ ア 海軍 に と っ て は 、 日本の

魚雷／水雷 に 関す る 情報は 、恐怖を 引き起 こ す以

外の な に もの で もなか っ た 。

　 し た が っ て 、そ の 架空 の 情報 に 基づ く恐 怖が
、

た と えば ロ シ ァ 艦隊に と っ て 不運 な 、 北海 ド ッ ガ ー

バ ン ク事件 C
‘…　　 視点 3

”
参照） を引 き起 こ

す遠因 と な っ た の で あ る。

（1） 明 石元 二 郎の 活躍

　明石元 二 郎 （陸軍 人佐）は ロ シ ア駐在武官で 、

開戦直前 に 駐在武官 を退 任、 ロ シ ア と そ の 諸国 で

協 力者 を得 て積極的 な諜報 ・宣伝活動を展開 した 。

諜報 ・宣伝活動 の み な らず 、 彼は武器 の 調達に も

協力 した 。 そ して 皇 帝を は じめ とす る貴族 ・上 流

階級の 圧制に苦 しむ庶民 の 不満を糾合させ 、蜂起

させ る の に 成功 した の だ っ た 。 こ れ は 、 もう戦争

支援 の た め の 諜報 ・宣 伝活動 の 域を超え て い る 。

　 も ともと情報 はそ の 持ち主 の 脳裏に 内蔵 され て

い る 。 人間 コ ミュニ ケ ーシ ョ ン の 要諦 は一L述の 通

り、人 と人と の 相互理 解に あ る が、持 ち主が 秘匿

した い そ の 情報 を収集す るた め に は、それ を秘密

裏に 持 ち主か ら引 き出 し受 け手に 伝達す るた め の
、

多様か つ 広範囲 に わた る人間 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

の ネ ッ ト ワ
ー

クが 不可欠 で あ る 。 明石 は図 （5 −−

1　（b ）） に 見る通 り丶そ の ネ ッ ト ワ
ー

クを極め

て 巧 み に構成 した Lで 、 こ れ を細心 に 運 用 した の

だ っ た。

　ともあれ 100年前 、 情報収集の 人 間 コ ミュ
ニ ケ

ー

シ ョ ン の ネ ッ ト ワ
ーク を 、

ロ シ ア と そ の 周辺 の 国

際間に 構成 した 。 そ の ネ ッ トワ
ーク の節点 とな っ

た外国人協力者個 々 の 人物像と そ の 行動 に つ い て

は 、文献 ［1］ な ど に 詳述 さ れ て い る。そ し て

“
敵を知 る

”
ばか りで な く敵 を後方 で 混乱さ せ る

明石 の 計略は、古代中国 の 賢人を は る か に 凌駕 し

て い た 。

（2） 在外公館の活動

　情報収集／伝達 の 拠点 は図 5− 1 （a ） の よ う で

あ っ た 。 さ らに 、 図 5 − 1 （b ） に 見る よ う に ロ

ン ド ン
、

パ リ 、
ベ ル リ ン、ウ ィ

ー
ン な ど に 在 っ た

日 本の 在外公館 の 公使や 駐在武官 らが 、積 極 的 に

活動 した 。 そ の 具体的な活動 に っ い て も 、 文献

［13 な ど に 述 べ ら れ て い る。

（3＞ 金子堅太郎の対米工作
［3］

　開戦 と同時に 内閣総理 大臣伊藤博文は 、 か つ て

伊藤内閣で農商務大臣な ど の 閣僚経験 の あ る金子

堅 太郎 を ワ シ ン ト ン に 派遣 し た 。 金子 は 、 時 の 大
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．tこ ／．
統領テ オ ド

ー
ル ・ル

ーズ ベ ル ト と大学同期の 昵懇

の 間柄 で あ っ た 。 金 子 に は 、
ア メ リ カ の 世論 を親

凵的に す る 工 作 と、早期和平の 調停を大統領に 依

頼す る任務が課せ られ て い た 。

1．2 ロ シア 側の 日本周辺で の 活動
［4］［5］

　 徹 を 知 り 己 を 知 れ ば … 　 　
”

ロ シ ア で も 同様

の はずで あ る 。 しか し、 そ もそ も対 日戦争 へ の意

識が薄か っ た 。

（1） 日本に対する認識

　 1900年、東京 の ロ シ ア 大使館駐在武官 の ワ ノ ブ
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　　　　　　　　　日 露 戰 役 初 期 ． 於 e ，L；k本営諜 報 網 霎図

錘 i＞ 一

筆　　 、．．．−s．． ，、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌　　　　

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　 奇　　 丿 モ ー
置

　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　 　 飯
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　肇1　
　　　　　　　

懲
　

　　　　　　　 （a ）情報収集／伝達 の 拠点となっ た日本の 各在外公館

鳶

量

　　　　（b） 明石 元 二 郎 を 中心 と した諜報活動 の 人間 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン網

　　　　　　図 5 − 1 ：情報収集と諜報活動の ネ ッ トワ
ーク

［1］
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ス キ イ は
“
日本軍が ヨ ー

ロ ッ
パ 軍隊の 組織の道徳

的基 礎を持 っ て 、
ヨ ーロ ッ

パ の 最 弱の 軍隊と 同列

に入れ る や う に な る に はざ っ と白年 かか るだろ う
”

と 、 本国 に 報告 した 。 ま た そ の 頃 、
シ ベ リ ァ第

一

軍団 の 参謀長イ ワ ノ ブ 大将 は
“

目本軍は あ らゆ る

軍人的特質 を缺 い て ゐ る 。 参謀将校 は武器製造 に

對す る知識 も理解 も持た な い
”

と 、 批判 し た 、，

　 日露開戦前 の 駐 円 ロ シ ア公使 ロ
ーゼ ン は、日本

に 関す る詳細な 情報を本国政府 に送 り続け て い た。

しか し 、 日本を
“
東洋 の 猿

”
と蔑視 して い た大国

ロ シ ア 政府は 、 こ れ らを重要視 しなか っ た 。 皇帝

ニ コ ラ イ ニ 世に は、皇太子時代 の 1891年 に 訪問 し

た ［本で 暴行を受 け た 大津事件 へ の 宿怨 もあ っ た 。

　開戦前年 の 1903年 4 月 、 神戸 で 行われ た 目本海

軍 の 観艦式に 参列 し た ロ シ ア 軍事視察団 は
“
日本

海軍の 士官や水兵は 訓練が 不十分で あ る
”

と報告

し た 。

　 もと もと rl本を蔑視 して い る 本国政府が 、 戦争

を意識 せ ず に 目 本 の 海軍力 を ］E し く認 識 で き る は

ず もなか っ た 。

  　諜報機関の 活躍

　 しか し開戦後 は 、 上述 の 駐在武官 らとは異な っ

た緻密 な諜報活動が行われ て い た模様 で ある。た

とえば 　
“一・・視点 3

”
　の 1905年 2月11日と 3

月 ・a日 の 項 に は 、 第二 太平洋艦隊が ノ シ ベ 湾停泊

中に海軍省か らの 電報 で 通報 された、凵本艦隊の

動静 に関す る か な り詳細な情報が 記 さ れ て い る。

　そ の 内容の 信憑性は ともか く、日本国 内で の ロ

シ ア 側の 活発な 諜報活動と
、 ［］本か ら第二 国経由

で ロ シ ア に情報を伝送す る チ ャ ネ ル の 存在 を暗示

して い た 。

　 こ れ は あ る い は 、 フ ラ ン ス 人 バ レ
ー （Balais’ ）

の 暗躍 の 成 果で あ ろ う。 そ の バ レ
ーな る 人物に っ

い て は 、 最近 の ロ シ ア 側の 文献 に ま っ ほ か な い 。

す なわ ち

　　　 …　　 韓国朝廷 の パ ヴ ロ フ 元公使は 、戦闘

　　行動 の 全 期間を通 じ、我が軍 に 敵側 に 関する

　　情報 を提供 して くれ た が 、 こ れ は同氏が 韓国

　　お よ び H 本に連絡網を持 っ て い た おか げで あ

　　る 。 1司氏 の も っ と も有能な在 円諜報員 の
一一

人

　　が 、 フ ラ ン ス 国 籍を有す る ジ ャ
ー

ナ リス トの

　　 バ レ
ー

で あ る 。

　　　す で に 奉天会戦 （注 ：1905年 3月）以 前か

　　 ら で あ っ た が 、と りわ け そ れ以後 はバ レ
ー

の

　　目本滞在が極め て 危 う くな っ た た め
、

パ ヴ ロ

フ 氏 はバ レ
ー

を 日本か ら召喚せ ざ る を得ず 、

も っ て 我が軍は 極め て 有用な 諜報員を失 う こ

ととな っ た 。

　 バ レ
ー氏 は E海か ら ベ テ ル ブ ル グへ 来着、

同地か ら参謀本部 に よ り最高司令部へ 派遣さ

れ て き た （1904年 6月 30目）

　 囗本語 を巧み に 駆使 し、 F体 軍 の み な らず

［本 の 民情 、 歴 史、 文学に よ く通 じた バ レ ー

氏は 、 11本軍に 関す る通報 、 凵本紙か らの 軍

事的内容を持っ 論説 の 翻訳 、 最高司令部 な ら

び に 第
一

軍 、 第二 軍 、 第三軍司令部 に お ける

一連 の 日 本に っ い て の講演 で 、我が 軍 を 利す

る と こ ろ大で あ っ た 。 こ れ ら講演 は、敵国を

表而的に しか 知 らぬ 将校たち の 間に 頒布す べ

く、印刷に 付
’
され た 。

（
’

編集〜il；2004年10月24凵付
“
Japan　Times

”

に Balaisに っ い て の 関連記事あ り）

　 ／904年 6月 に 上述 の 乃木第三軍が遼東 半島に h

陸す ると、旅順か ら奉天一ハ ル ビ ン 経由で ロ シ ア

に 通 じる電信回線を 切断 した 。 そ れ に先立 っ て 開

戦劈頭 、日本海軍 は旅順
一

芝罘間 の 海底ケ ーブル

を切断 して い た 。 連 合艦隊は 、 す で に旅順港を海

E封鎖 して い た 。 こ こ に 至 っ て 、旅順は情報的に

孤立 した 。

〔3｝ ロ シア側の芝罘無線電信局建設計画
［5］

　旅順か ら黄海を間に 、 対岸 の 山東半島突端 の 芝

罘 まで 80マ イ ル （150km）。そ こ に ある ロ シ ア の 総

領事館まで を密か に 水雷艇 を走 らせ 、ある い は清

国人の ジ ャ ン ク を雇 い 上げて 通信連絡 に 使用 した 。

時 に は伝書鳩を飛 ば せ た り しよ うと試 み た 。

　芝罘駐在 の ロ シ ア 総領事チ デ マ ン は 、 こ れ らの

姑息な通 信手段 を抜 本11勺に 改善す べ く 、 領事館内

に 無線電 信局を設 け て 、 旅順の 老鉄山無線電信局

（
“ …　　 視点 2 ”

　参 照 ） と の 問に 無線電 信回線

を設 定 しよ う と計画 した 。 目木海軍 は 、 こ の計画

を徹底的 に 妨害 しよ うと試 み た 。

　　　無線 電信機 二 關 シ 取調ヘ タ ル ニ 彼 （注 ： ロ

　　シ ァ側）ハ 北隍城島二 中間局を設置 シ 常露國

　　領事館 ト連絡 ヲ 通 セ ン ト ス ル モ ノ ・ 如ク之 二

　　對 シ 我力 國 ノ 取 ル ヘ キ處置 二 就キ 相談 ノ 末水

　　野領事 ヨ リ外務大臣 二 意見伺 ヒ 出 タ ル ニ 付右

　　ノ趣御承知 ア リ タ シ

　海軍軍令部は こ の こ とを 東郷司令長官 に 通報 し

た 。 6 月 4Fl、海軍省 は芝罘駐在武官 の 森中佐 か
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ら報告を受 けた 。

　　　無線電信機 ノ 件本 日迄外面 ニ ハ 何等設備 ヲ

　　認 メ ス ト雖 モ 露國領事館外部 二 器 具材料到著

　　シ タ ル コ ト及 ヒ 其 ノ 器械 ヲ 内密 二 検査 シ ッ ・

　　ア ル コ トハ 事實ナ ル カ如 ク彼 ハ 昨今家屋 内二

　　電燈 ヲ据附ク ト世間二 云 ヒ 振ラ シ始メ タリ …　 。

2 ． 専門家の 視点

　日露戦争 は衆人監視 、 と りわ け従軍外国武官

（あ る い は観戦武官） の 観察 と軍事専門家 の 批評

の もと に行われ た 。

2．1 外国皇族／観戦武官に よる観戦
［6］

　 日露戦争 に注 目 し て 、 ドイ ツ か ら は 皇族が 諸外

国か らは観戦武官が 日本と ロ シ ア 双方の 戦線を訪

問 し た 。

（1〕　 ドイツ皇族の訪問

　 ドイ ツ 皇族 と して 、
ロ シ ア 大本営 へ は フ リ

ー
ド

リ ッ ヒ ・レ オ ポ ル ド親工 、 日本の 大本営へ は カー

ル ・ア ン ト ン 親王 が そ れぞれ 来訪 した 。

　 カ ール ・ア ン ト ン 親王は 1904年 10月か ら翌年 4

月ま で 、 満州 の 戦線を視察 し た 。

表 ：従軍武官国別 ・陸海軍別人数抄 （76名）
［6］

国 　　 　 　 　別 陸軍 　海軍
1 合計　 　 一．一

イ　　　 ギ　　　 リ　　　 ス 27　　 532

ア 　　　 メ　　　 リ　　　 カ 11 112

ド　　　　　 イ　　　　　 ツ 8 19

フ 　　 　 ラ　 　 　 ン 　　 　 ス 5 1 6

ス 　 　 　 ペ 　 　 　 イ　 　 　 ン 3 3
．
オ ー

ス ト リ ア
・ハ ン ガ リー 2 1 3

イ　　　 タ　　　 リ　　　 ア 1 1 2

ス　 　 　 　 　 イ　 　 　 　 　 ス 2 2

ス ウ ェ
ー

デ ン ／ ノ ル ウ ェ
ー 21 ．一．一．一茎．−

2ブ 　　　 ラ　　　 ジ　　　 ル 1

チ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　リー．一一L 、．r−一．．． 1 1

ア 　 ル 　 ゼ 　　ン 　 チ　　ン 1 1

ト　 　 　 　 　 ル 　 　 　 　 　 コ
L

1 1

ア ジ ア に利害 を有す る国 々 は も と よ り 、 か な ら

ず しも直接の 関係を もた な い 国 も含め て 多数の 国

の 武官が 、
こ の戦争を観戦 して戦略 ・戦術 ・ 戦況

それ に武器 な ど に つ い て 本国へ 詳細 に 報告 した 。

2．2 軍事専門家の 論評

　11露戦争 は 、 当然 の こ となが ら各国軍事専門家

の 注目の 的 とな っ た 。

〔2） 外国武官による観戦

　  陸軍 ： ハ ミル ト ン （イ ギ リ ス 陸軍中将）、 ニ

コ ル ソ ン （同）、バ ーネ ッ ト （同）、マ ッ カ ーサ ー

（ア メ リカ 陸軍少将 ； ダ グ ラ ス ・マ ッ カ ーサ ー
の

父）、
ペ ル テ ル パ シ ャ （トル コ 陸軍 少将）、以下多

数 。

　  海軍 ： ペ ケ ナ ム （イ ギ リス 海軍大佐）、
ジ ャ

ク ソ ン （同）、 ガル シ ヤ （ア ル ゼ ン チ ン 海軍大佐）、

ト ル ム レ ル （ド イ ツ 海軍中佐）、サ ン パ イ オ （ブ

ラ ジ ル 海軍 中佐）、

　 マ ル チ ニ ー （フ ラ ン ス 海軍大尉）、 マ ーブ ル

（ア メ リカ海軍大尉）、ブ リ ザ リ （イ タ リ ア 海軍大

尉）、
コ ロ レ ド （オ

ー
ス ト リア ・ハ ン ガ リ

ー海軍

大尉）。

　 ペ ケ ナ ム は戦艦 「朝 日」 の 艦上 で 、 重 傷を負 い

な が ら も、 日本海海戦 の 経過を つ ぶ さ に 観戦 し続

け た 。

　 凵本が迎 え た 外国武官は 13力国で 陸海軍計 70名

以 上 に の ぼ る と み ら れ 、そ の 国別 の 人数は 次表 の

通 りで あ る 。

（1）マ ハ ンの論評

　 マ ハ ン （ア メ リ カ海軍大佐 、 海軍兵学校教授）

は 1905年 5月上旬に予想的評論 を発表 し
“
接近戦

は 冒険的
”

と警告 し た 。 東郷司令長官 は そ の 接近

戦で 勝利をお さめ た Q

  　『サイエンテ ィ フ ィ ッ ク ・アメリカン』 の論評

　「サ イ エ ン テ ィ フ ィ ッ ク ・ア メ リカ ン 』が 1905

年 4 月22凵
“

ロ ジ ェ ス ト ヴ ェ ン ス キ ー
提督 の 使命

と 、 そ の勝敗の予測
”

と題す る記事を掲載 した 。

  イギ リス 専門誌の予測と賛辞

　『エ ン ジ ニ ア リ ン グ』 も
“

ロ シ ア 艦隊 の 優位
”

を予測 した 。 しか しそ の 予測 を覆 して 日本艦隊が

勝利す ると 「日本海々戰 二 於 ル 無線電信 ノ 効用及

ヒ 速力 ノ 價値」 と題 して論評 した。曰 く

　　　 …　　 此等特設船舶 （注 ：第二 太平洋艦隊
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ

　ソノ
　　 の 輸送船） ハ 五 月二 十五 凵 ヲ以 テ呉淞沖 二 現

　　 レ 艦隊 ハ 同凵朝鮮海峽 二 達 ス ヘ キ筈 ナ リ シ ヲ

　　故 ラ ニ 遷延 シ テ ニ 十七 日拂暁漸 ク 同方面 二 現
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　　 レ タ リ而 テ其ノ 際口本 ノ 哨艦 ヨ リ無線電信 ヲ

　 　以 テ 敵艦 隊 ノ 來航 ヲ警報 シ タル ヲ 以 テ 東郷大

　　將 ハ 疾 ク之ヲ 知 ル コ ト ヲ得 タ リ …

　　　 …　 　 ロ ジ ェ ス ト ゥ ェ ン ス キ
ー
中將 ノ任務

　　ハ 東郷大將 ノ任務 ヨ リ モ 更 ＝ 困難 ナ リ シ ト謂

　　 フ ヘ シ 彼 ハ 自カ ラ交戰 ノ 場所 ヲ 選定 シ 乂其 ノ

　　場所 二 適中 ス ヘ キ諸般 ノ 準備 ヲ 爲 ス ノ 自山 ヲ

　　有 セ サ リ シ ナ リ之 二 反 シ テ 東郷大將 ハ 豫メ哨

　　艦 ヲ 諸方 二 出 シ 無線電信 ヲ 以 テ 敵情 ヲ 知 ル コ

　　 ト ヲ 得 タ リ ・・。

　　　 …　　 日本哨艦力 無線電信 ヲ 以 テ 彼 ノ 行動

　　ヲ其 ノ本隊二 通 信 シ 居 ル コ トハ 露國司 令長官

　　既 二 自己 ノ 無線電信機 二 感動 ヲ 生 ス ル ヲ以テ

　　之 ヲ知 レ リ加之彼 ハ 現 二 日本 ノ 哨艦 ヲ 目撃 シ

　　 タ ル ナ リ然 ル ニ 彼ハ 偵察艦 ヲ 放チ テ敵情 ヲ 探
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［7］
　　知 ス ル コ ト ヲ謀ラ ス ・。・

　 ま た R ， フ レ マ ン トル 海軍 人将は 「ユ ナ イ テ ッ

ド ・サ
ー

ビ ス ・ マ ガ ジ ン 』誌上 に 、 ト ラ フ ァ ル ガ ー

海戦 （1805年）な ど の 例を 引用 し な が ら 、 長文の

論文を発表 し た 。 そ の一節

　　　 …　　 東郷大將 ノ戰術 ハ シ ープ ド ッ グ タ ク

　　チ ッ ク ス 「牧犬戰術」 ト評 ス ル 者ア リ其 ノ 行

　　動眞 二 牧羊家 ノ 番犬力羊群 ヲ 監守 シ テ 之 ヲ 逸
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［7 コ
　　 セ サ ル ニ 似 タ リ ・・。

。

3． 世界が注 目 した海戦

　 1904年 2月 ； 日露開戦劈頭 の 仁川沖海戦で ロ シ

ア 艦隊敗退 。 4 月 ： ロ シ ァ 太平洋艦隊 の 旗艦 「ぺ

トロ バ ウ ロ フ ス ク 」 が旅順港外 で 触雷沈没、マ カ

ロ フ 司令長官戦死 。 5月 ： ロ シ ア第二 太平洋艦隊

艦編成 、
ロ ジ ェ ス トウ エ ン ス キ ー少将 （リバ ウ 出

航直後中将 に昇進）司令長官に 。 8 月 ：
“
黄海海

戦
”

と
“
蔚山沖海戦

”
で ロ シ ア 太平洋艦隊全滅 。

　 こ の 情勢の ドで 10月 、
ロ シ ァ 第二 太平洋艦隊 、

旗艦 「ク ニ ャ
ージ ・ス ウ ォ

ー
ロ フ 」 以 ドリバ ウ出

航。 そ の 出航直後に 北海で イギ リス 漁船を誤砲撃。

12月 ： 日本軍 は 占領 した 二百三高地か ら旅順港内

の ロ シ ア 太平洋艦隊を砲 撃 、 か ろ う じて 脱 出した

戦艦 「セ ヴ ァ ス ト ポ リ」が港外で 坐礁 し大破 した 。

　 1905年 1月 ：旅順開城 。 極東 で の 劣勢を挽回す

べ くロ シ ア 第三太平洋艦隊編成、司令官 ネ ボ ガ ト

フ 少将 、 旗艦 「ニ コ ラ イー世」 以下急遽派遣 。 こ

の 間 ロ シ ア 第 二太平洋艦隊、マ ダガ ス カ ル 島 ノ シ

ベ で 焦燥裏 に同艦隊を待機 。 3月 ；奉天陥落 。 第

二 太平洋艦隊 ノ シ ベ を出航、 一一路 イ ン ド洋を東進。

4 月 ：同艦隊 シ ン ガ ポ ー
ル 沖通過 。 5月 ：ロ シ ア

第
一
一・第三 太平洋 艦隊、イ ン ド支 那半島沖 で 合流

し 日本近海 へ 向 う 。 こ れ に 対 して 日本艦隊 、 東郷

司令長官 、 旗艦 「三笠」 に 座乗 し 、 対馬海峡 で ロ

シ ア艦隊を迎撃 した 。

　 …　　 情報 は逐次、世界的な通信網 （
“

…

1
”

参照）を経由 し て世界を駆 け巡 っ た 。

3．1 マス コ ミによる報道

　 ア メ リカ、イ ギ リス の ジ ャ
ー

ナ リス トに よ る取

材と報道 が活発 に行われ た 。 情報 は上記 の 通信網

を通 じて 、
ほ ぼ リ ア ル タ ム で 伝送 され た 。 そ れ に

対す る反応 も鋭敏 だ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　［5］
  　「海門号」によるタイムズ社の無線取材活動

　 1904年 4 月 15H 、
ロ ン ド ン の 『タ イ ム ズ 』 本社

に 、 日露戦争の歴 史的な 自社第
一

報が 入電 し た 。

　　　 い ま 、 タ イ ム ズ の 船 『海門号』 に乗 っ て 南

　　浦 （注 ：現北朝鮮 ピ ョ ン ヤ ン 南西）に 向か っ

　　て い る 。 （日露戦争 で ） こ れ まで 報 じ て きた

　　戦闘 は 、 氷が急速 に溶 けるが ご と く、 激 しく

　　な っ て い くだ ろ う …　　 （「産経新聞』 平成

　　16年 5月26目 ）

　口露開戦の 翌 3 月、 イ ギ リ ス の 『タ イ ム ズ 』社

は 、 香港の 汽船 「海門号」（311 ト ン ）を チ ャ
ー

タ
ー

しア メ リカ の デ ・ フ ォ レ ス ト式無線機を装備 した 。

　そ の 無線機を用い て 、 イ ギ リ ス が 中国か ら租借

して い た ［」」東半島威海衛 の 海軍基地に 設置 し た無

線局を経由 して 、 日本艦隊 に 密着取材 した な まな

ま しい 記 事を、船 ヒか ら ロ ン ド ン の本社に 直接伝

送す る こ とを企 画 し、 成功 した の だ っ た
。

　記事は特派員兼1司船船長の ラ イオ ネ ル ・ジ ェ
ー

ム ズ が 書 い た
。

ア メ リ カ 人 の 通信上 を雇 っ た 。
イ

ギ リス 海軍の コ フ ン 中佐も乗船 した。日本側か ら

は無 線監 督と して 外波海軍中佐 が 、 通 訳 田中倉 吉

と称 して 乗り組ん だ 。

　 しか し、 戦闘海域 に おける 「海門号」 の取材範

囲 と通信運用に関する 、 円本陸海軍の制約条件は 、

もと よ り厳 しか っ た 。 加 え て 、 ロ シ ア 側か ら は

“
日本の ス パ イ船

”
と警戒 され臨検を受け た 。

　結局 タ イ ム ズ社 は 、ジ ェ
ーム ス 記者 を9月 に香

港で 下船 させ 、 こ の 画期的な海戦取材活動は 、 翌

年 の 日本海海戦 を待た ずに して 終わ っ た 。
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（2） rタイム ズ』 の 記事

　『タ イ ム ズ』は
、

ド ッ ガ ーバ ン ク事件 （
“…

視点 3
”
　 参照 ） に っ い て 次 の よ う に 酷評 し た 、，

　　　 …　　 海軍軍人 と称す る 者が 一 ．
い か に

　　恐怖に 駆 られ て い た とは言え　　 射撃 目標

　　 が何で あ る かを確か め もせ ず 、 20分問に わた っ

　　 て 漁船群 に砲撃 を加え 得た と い う こ と は 、 と

　　 うて い 想像 し難 い と こ ろ で あ る 。 さ ら に想像

　　 し難 い こ と は 、あ る 文明国 の 軍 服 を 着用 して

　　 い る士官た ち が 大艦隊の 大砲で も っ て 憐れ な

　　漁夫 た ちを打 ち殺 し、か っ 彼 らの 許 し難 い 過

　　 ち に よ る犠牲者た ちを救助 しよ う と もせず、

　　 立 ち去 ろ う と して い る の だ、と い う事実を疑 っ

　　 て み る こ とが で きなか っ た点で あ る …　 。

　 そ の 『タ イ ム ズ』紙が ロ シ ア 艦隊 の シ ン ガ ポ ー

ル 通過を 目撃 して 、次 の よ うに 論評 した 。

　　　 …　　 ロ シ ア 艦隊は北海事件を ひ き起 して

　　 わ が イ ギ リス に大 きな 苦痛を あたえ た 。 しか

　　 し、ロ シ ア 第
一
二艦隊が 、危険をお か して イ ン

　　 ド洋か らマ ラ ッ カ海峡を通過 し堂 々 と シ ナ海

　　 に 陣を進 め た こ とは驚嘆 の ほ か な い 。
…

　　 わが イギ リス 国民 は、同艦隊 の 凵ざま しい 壮

　　 挙 に 対 して 感嘆 と賞賛を贈 る もの で あ る 。 勇

　　 壮 きわ まりな い 同艦隊 の 行動 は 、ロ シ ア 艦隊

　　 乗組員 の 熱烈な 祖国愛を し めす もの で あ り 、

　　 日本海軍 と の 決戦に 臨む 戦意は きわ め て 高い

　　 もの と判断され る 。 （吉村　昭 「海の 史劇』

　　 新潮社）

　 こ の ほ か 「タ イ ム ズ』に は多数 の 論説や記事が

掲載 さ れ た 。

  　『NY タイ ムズ』 の記事
［刀

　第二太平洋艦隊の シ ン ガ ポ ール 沖通過 （
“

…

3
”

参照）を 「NY タ イ ム ズ』 は 、 きわ め て 客観

的に 次の よ う に表現 した 。

　　　 …　　 47隻 の 艦船が 横に 四 列に な ら び、舷

　　側に 長 く延び た海草を引きず り、 頭上 に 濛 々

　　た る黒煙 を た な び か せ 、速 力 8 ノ ッ トで ゆ っ

　　 くり航進 す る有様 は、人々 の 日を 奪 う もの が

　　あ っ た 。 しか し艦艇 は長 い 航海の あ とを歴然

　　 と見せ て い た ……軍 艦 の 甲板 ヒに は石炭が 搭

　　
．
載されて お り、一方 、艦隊に 随伴 して い る石

　　炭輸送船 で 「日 ハ ン ブ ル ク ・ア メ リ カ 汽船 会社

　　 の 喫水は浅 く浮い て い た・・…・砲 員や 対潜要員

　　 は
一

日中 、 砲側や機雷 の 側に 配置されて い た 。

　　 バ ル チ ッ ク艦隊は シ ン ガ ポ
ー

ル 港 の 境界線に

は 近 づ か なか っ た の で 、礼 砲 の 交換 は行わ れ

な か っ た 。 艦隊 は 午後 5時 （注 ： 4 月 8 日 ）

ご ろ水平 線 の 彼方に 姿 を没 した が、東 の 空 に

は 、ま だ 黒煙が 立 ち上 っ て い た 。

（4〕 民族意識 の 高揚
［8］

　 日 本人 が意識 したわ け で は なか っ た、、しか し、

満州で そ して 目本海で の 目本軍 の 勝利が 、 白 人の

圧 制に苦 しん で きた白
．
色人種 の 民族意識を高揚 さ

せ た 。

『シ ア トル ・リパ
．
ブ リ カ ン 』紙

　　 ・。・白人 優位 の 現実が 、 黒 人の 日を満州や

　 ム ク デ ン （注 ：奉天 、 現藩陽） あ る い は そ の 周

　 辺 に 向け さ せ は じめ た …　 。

「ニ
ュ
ーヨ ーク ・エ イ ジ』紙

　　 …　　 さあ 、 行 け
、 小さ な 茶色 い 男た ち 。

　 攻 め て 攻め て 攻め ま くれ 。 鋭 い 剣を さ や に納め

　 ず 、 大罰を与え っ づ け る の だ
。

お 前た ち は、天

　 地 を ひ っ くり返 した。 ロ シ ア をや っ た ん だ。 ブ

　 ラ イ ド と力に お ぼれ る 、 ほか の 連中に 同 じ道 を

　 た ど ら せ る の も、 お前た ちな の だ 。

1
」
イ ン デ ィ ア ナ ポ リ ス ・フ リ

ー
マ ン 』紙

　　 東洋の リ ン グ で 、茶色 い 男た ちの バ ン チ が 白

　 人を打 ちの め しつ づ け て い る、、票実、 ロ シ ア は

　 繰 り返 し何度 も、凵本入に こ っ ぴ ど くや られ て 、

　 セ コ ン ド は今に もタ オ ル を投げ入れ よ う と して

　 い る 。 有色人種が こ の 試 合を もの に する の は、

　 も う時間 の 問題 だ 。 長 く続 い た 白人 優位 の 神話

　 が 、っ い に 今突 き崩さ れ よ うと して い る 。

ア ジア民族の 独立の 希望

　「読賣新聞』 は 日露戦争 100周年 の 特集記 事で 、

冂露戦争の 結果 、 ［」本が当時植民地支配 の 下 に あっ

た 、同 じ ア ジ ア の 人び と に 与えた 、 およそ 当時 の

日本人 の 意識の 外に あ っ た で あ ろ う、
イ ン パ ク ト

に つ い て 報 じて い る 。

　　　 日本が ロ シ ア に 勝 っ た こ と は 、 欧州列強に

　　植民地 支配 され て い た 多 くの ア ジ ア 諸国を 勇

　　気づ け 、
フ ラ ン ス の 植民 地だ っ た ベ トナ ム で

　　 も、 祖園解放を求 め て
一

人 の 男 が立 ち kが っ

　　た 。 日露戦争に 感 化 さ れ て 日 本 に 渡 り、抗仏

　　闘争の 足場を築 こ うと して い た 　フ ァ ン ・ボ

　　 イ ・チ ャ ウ　〔1867．．．1940）だ 1， そ の も く ろ み

　　 は結果 的 に 挫折す るが 、 チ ャ ウ の 生涯 は 、
ベ

　　 トナ ム 人の 民 族 自決を 初め て 追 及 した先駆 者

　　 と して 記憶 され て い る 。
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…
　　 （犬養　毅や 大隈重信 らと面会 しチ ャ

ウ は、ベ トナ ム の 抗仏闘争 の た 畄）に 、 日本が武

器 を援助 して くれ る よ う頼む 、 植民地支配を打

ち破る に は、武 力革命 しか な い と い う の が 彼 の

持論だ っ た 。

　 しか し日露戦争後 に フ ラ ン ス と1司盟 し た 目本

に と っ て 、 抗仏闘争を 主導す る チ ャ ウ は好 ま し

か ら ざ る人物 と な っ た 。 彼は 1925年、 E海で 逮

捕され ハ ノ イ で 刑務所 に 収容さ れ た。彼は H 本

政府 の 変心 に失望 し た 。 記事 は続 く。

　　「凵露戦争役以後、黄自人種 の 闘争は よ うや

　 く私達 の 睡魔を驚か し、 わが党 志士 が フ ラ ン ス

　 に 復仇 し
、

ベ ト ナ ム 国の 光復を想 うの 気焔は一

　段 と盛ん に な りました一。

　　 後 の
一
獄中記」 （平凡社刊）に チ ャ ウ は書い

　 て い る 。

　　 …　 　 こ う して 始ま っ た ベ トナ ム 人青年 の 日

　本 留学を 1
一
束遊 （ド ン ズー

）運 動」 と呼ぶ
。

　 チ ャ ウ の 呼びか け に応 じて ベ トナ ム 各地か ら 日

　本に留学 し、 政治や 軍 事を 学ん だ 青年は約 L

　 百人に及ん だ。目本が、ベ トナ ム の 抗 仏 闘争を

　束ね る発信基地 とな っ たの だ 。 目露戦争 に影

　響を 受け た の は ベ トナ ム に限 らな い
。

エ ジ プ ト、

　 ペ ル シ ャ 、 トル コ
、 そ して イ ン ドで 独立運動が

　盛 り上 が っ た 。 中国革命 の 指 導 者孫 文 は 1924

　年に 神戸 に立ち寄 っ た際の 講演で 、「日本が勝

　利 した結果、ア ジア 民族 の 独立 とい う大きな希

　望が生まれた 」 と回想 して い る。　…　　 （2004

　年 12月25「D

　巾国か ら は、半亥革命 （1911年）か ら昭和ll

（1936）年 ま で の 間に 、 【K規 の 留学生が 24回送

ら れ て き て い る 。 中華民国初期 の 高級軍 人 の 9

割が 日本留学組で あ っ た 。 そ の 3 分 の 1 は 中将

以 Eで あ っ た 。 蒋介石や張群 は 「振武学校」留

学組で あ る。 『支那陸海軍将官名簿」 （口本陸軍

参謀本部）に よ れば 、 「将官 ク ラ ス 現役軍人275

人中、88人、32％が 日本陸軍士 官学校出身者 で

あ っ た と い う。 （「
日露戦争後に 来 日 した ア ジ

ア か ら の 留学生」 高木桂蔵 「日本海海戦 10〔〕周

年記念歴史セ ミナ ー講演要約集」 1000人委 ．員会 、

2005年5月）v

　な お、1924年 の 神戸 の 講演で孫文は

　　
“…　　 口本 の 皆様 は 、 す で に 欧米の 覇道

　（注 ：侵略主義） の 文 化 を をわ が も の と して

　い ら れますが、また、ア ジ ア の 王道 （注 ：平

　和 宅義）文化 の 本質を もも っ て い られ ます 。

　今日以後 、 世界文化の 前途に た い して 、結局 、

　西 方覇道 の 丁．先 の 犬鷹 に なる か 、また は 、 東

　方 王道 を守 る干城 とな る か 、 日 本国民の 皆様

　 に お い て 十分慎重 に 考え て
、 選択 して い た だ

　 きた い も の で す …　　
”
　 （貝塚茂樹 『中国の

　歴 史 ・下』岩波新喜） と警告 し た の だ っ た 。

　 しか し 、 此 の 警告は生か され なか っ た 。

　そ して 、 日露戦争に よ っ て 触発 され た ア ジ ァ

の 人 び と の 民族意識は 、大東亜戦争の 後 に
、 開

イE●糸占実 しtこ 。

3．2 作家の 感性を通 して

　文学、そ れ は人問 の 心 か ら の 叫び の 表現 。 そ の

文学 に よ っ て 研 ぎ澄 まされた作家の 感性が 、 特定

の 海戦 に と ど ま らず 、戦争 の 本質そ の もの に 鋭 く

向け られた 。

（1） トル ス トイ ． “
兩國の 勞働人民 に こそ 味方

　する
”

　 1853年、日本 に ア メ il カ の 黒船が来航 した そ の

年、 ロ シ ア と トル コ の 問に ク リ ミア 戦争が勃発、

ナ ポ レ オ ン 率 い る フ ラ ン ス 軍 と イ ギ リ ス 軍が トル

コ 軍に 荷担 した 。 そ の 戦争末期の黒海セ ヴ ァ ス ト

ポ リ 攻防戦 （1855）、
レ フ ・トル ス ト イ （1828−

1910）が青年将校 と して 参戦 し て い た。やが て 彼

は そ の苦 い敗戦の体験を 『セ ヴ ァ ス トポ リ物語 』

と して 一L梓す る 。 そ し て トル ス ト イ は 、 1805年か

ら12年間に及ぶ ナ ポ レ オ ン 戦争を背景と した ロ シ

ア の
一大叙事詩 「戦争 と ’1そ和』 を 1869年に 4 年間

に わ た る歳月を費や して完成 させ た 。

　そ の ト ル ス トイはが開戦 劈頭 の 1904年 2J］、 ア

メ リ カ の 新聞 社 の 質問に
‘‘
私は 、ロ シ ヤ に も 日本

に も 、 味方しな い 。 政 府に よ っ て 欺かれ 、良心、

宗教 、 及 び自己 の 安寧 に背 い て 戦ふ こ とを強 ひ ら

れ た る、兩國 の 勞 働人 民に こ そ 味方す る
”

と答え

た 。 （「目露戦争 に つ い て 」「トル ス ト イ全集』 47、

講言炎密十、　H召禾卩30年）

　そ して 5月 、 上述 の 戦艦 「ペ ト ロ パ ウ ロ フ ス ク 1
の 接宙沈没を契機 に 日露戦争そ の もの を真 っ 向か

ら批判す る
一

文 を草 した 。 （1

一
思 い 直せ 1「タ イ ム

ズ」 6／26）

　　　私は 、マ カ ロ フ や そ の他 の将校た ちの こ と

　　を指 し て 言 っ て い る の で は な い
。

こ れ らの 人 々

　　は す べ て 、彼 ら が 何事を何 の 目的 で な した か

　　を承知 して い た 。 そ して 彼 らは、自発的 に 、
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個 人的利益 の た め に 、 あ る い は彼 らが持 っ て

い た 野望 の た め に
、 表面的な愛国心

．t一
こ

れ は世界中い た る と こ ろ で 見 られ る もの で あ

る と の 理 由か ら非難 さ れ な い 仮面
一

をか

ぶ る こ と に よ っ て 、彼 ら を っ っ み 隠 した ……

　私はむ しろ、 ロ シ ア 各地 か ら引 っ ぱ り出さ

れ て きた 、それ らの 不幸な人 々 の こ と に 言及

した い
。 彼 らは宗教的不正 手段 に よ り 、 ま た

罰 せ られ る か も知 れ な い と の 恐 怖 の も と に 、

正 直で 、 合理 的で 、 社会に と っ て 有用か っ

勤勉 な 家族 か ら引き離 され て 、 Lt界 の 果て

に押 しゃ られ 、 無意 味な大量殺人機械 の もと

に 置かれ 、 こ っ ぱ微塵に 身を吹きとばされ 、

遠 くの 海上 で こ の 無意味な機械と 緒 に 溺 れ

死ん だ が 、彼 らはそ の 窮乏 、 努 力 、 苦痛あ る

い は彼 らを襲 っ た死か ら、 利益を得 る必要 も

な けれ ば 、 またそ の 可能性 もなか っ た の で あ

る
［3］

。

〔2） ジ ャ ッ ク ・ロ ン ドン

　 r野生 の 叫び』 で有名な行動する作家 ジ ャ ッ ク ・

ロ ン ド ン が 1904年 8 月の 黄海海戦を観戦 した 。

3．3　日本の 文壇／マ ス コ ミ

  文芸雑誌

　 1904年 2 月の 開戦 と同時 に 日本の 文壇 は主戦と

反戦あ る い は非戦 に 二 分 され た
。 評論 家や作家が

そ の 論戦 の先頭に立 っ た。

　r中央公論』 戦時色を濃厚に

　明治 20年 に 「反 省会雑誌 』 と して 創刊 され た

『中央公論』 は 開戦以 来、戦時色 を濃 厚 に し た 。

そ の 1904年 3号 （4月 号）に軍事評論家が寄稿 し

た 主戦 の 論調 ；

　　　 …　 仁川の 海戦、旅順 の 海戦あり し今 日

　　に於い て す ら 、 非戦論を主張する者あ り。 わ

　　れ等 は、吾が帝國 の 海軍 が、仁川沖 に 於 い て

　　勝利を 占め
、 旅順 口を砲撃 して 、 殆ど陥落に

　　等 しき窮状 に沈 ま した る を見て 、 遽か に 非戦

　　論者 を攻撃す る もの に あ らず 。

…　　 吾人は

　　平和 の 天地 を理 想 とす 。 さ れ ど 其の 平和 の 現

　　實を攪亂せ むとする もの あ らば、平和 の た め

　　に 、 彼れ を撃退 せ ざ るべ か らず 。 露國最近 の

　　行動は 、 た ぐ 夫れ 自利を貪る の み に て 、 平和

　　 の 爲に計策す る所な し。

…　 　 滿州に於 け る

　　暴行 、 詐譌、 こ れ こ れ iE義 に か な ふ もの な り

　 　や 。

　　　 …　 　
一

個人 の 安全 を謀 る 上 に於い て も、

　　角闘は必要なる に あ らずや 。 非戦論者 と雖 も 、

　　自身 の 安危 の た め に は防禦 の手段 を講ぜ ざ る

　　に 非ずや 。 國家に 於い て も亦然 り。 而 して 國

　　家 の 安危得失 は
、

一
個人 の 安危得失の 懸 る所

　　な り。 こ れ 三 オ
．
の 兒童 と雖 も 、 了解す る所 に

　　 して 、今更喋 々す る の 必要 もな か る べ し。

…

　　（成川生
‘‘
非戦論者 に與ふ

”

）

　ま た主戦論を支援す べ く 、 同誌 1904年 9号 と10

号 （10月お よ び 11月号 ） に 松代松之助が 「無 線電

信之話」 と題 して 、 海軍の 「二六式」無線電信機

に っ い て 図面を含め て 紹介 し た 。

　　　 …　　 其電氣波 （注 ：電波） と は イ ーザ ー

　　（注 ： エ ー
テ ル

。 空間 にお け る電波 の 伝搬媒

　　体 と当時考え られ て い た） に 起 る波動で 、其

　　又イ ーザ ーと は、我 々 の 肉體 に も周圍 に も物

　　體 の 間隙 に も空氣 の 間隙に も、 月 の 世界か ら

　　 日 の世界か ら総 て 其中間 に至 るまで 此宇宙 に

　　充満 して 。・・
。

　　　 …　　送信機よ り電氣波が來て 之れが 爲に

　　此垂 直線 （注 ：受信ア ン テ ナ） に振動的電流

　　が起 るや否や、此 コ ヒ ー
ラ
ーの 電氣的抵抗が

　　減 じて …　 　 。

な ど な ど
、 戦意高揚 に 向け て 文芸誌 の 読者に 先端

技術 の 無線電信を理 解さ せ よ うと 、 技術者が苦心

惨澹 した様子が うかが え る 。

　r新潮』創刊
“
軍國の文學を見よ

”

　 5 月に は
“
軍國の 文學を見 よ

”
を ス ロ

ー
ガ ン に 、

文芸雑誌 「新潮』が創fl」された 。 評論に加え て 戦

意高揚を標榜 し た ト数篇の 小説が 掲載さ れ た 。

　そ の 内の
一

篇、尾崎紅葉門下 の 小栗風葉 「武装

商船』 で は、 ロ ン ド ン で 日露開戦を知 っ た欧州航

路 の 貨客船が俄か に 武装 し、帰路 ア フ リ カ の ケ
ー

プ タ ウ ン 沖 で 、 勇敢な船長 の 指揮 の もと に 、
ロ シ

ァ の 軍艦を襲撃す る 。

銃後の誉れ

　開戦 1年後の 4 月、満州軍総司令官大山巖夫入

の 大山捨松 は 、 か っ て 留学 した ア メ リカ の 週刊 誌

『コ リア ーズ ・ウ ィ
ーク リー』 に 「日本嬬人戦時

の 働 き」を寄稿 した 。 曰 く

　　　 …　　 私た ち は まさ に 生存 の た め に戦 っ て

　　 い ます 。 そ の 大義 は合法か つ 正当 で す 。 何年
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かか ろう とも 、 私 たち は 必ずや勝利を収め ま

す 。 （「讀賣新聞』 2004．8．28）

　木下尚江　
“
戰爭で第

一
に金 儲するの は誰だ

”

　そ して 評論家か ら
“

三 才 の 兒童
”

扱い され た非

戦論者 、 そ の 旗頭 で ある木下尚江は小説 『火の 柱」

（平民社、明治 37年 5 月） を出版 、 労働運動 と言

論の 自由を主張 しなが ら非戦論 を展開 した 。 そ の

一
節 ；

　　　「社會主 義大演説會」 の 看板を掲げ た 演壇

　　上
”

戦爭で 第
一

に金儲す る の は誰だ か、諸君 、

　　知 っ て ます か
”

。

“
（卞戦論者）諸君が 露西亞

　　討 た ざ る べ か らず と言ふ け れ ど も共 ダ、露西

　　亞 の 何物を討つ と ゴふ の で す ？
”

と 、 官憲 の

　　制止 を もの と もせ ず 、 聴衆に 訴 え る。

　また 、 労働新聞の キ幹を 陥れ よ う と
“
露探

’
の

ぬ れ ぎぬ が着せ られ よ うとす るあた りに 、 戦時 ド

に お け る国内の
、 誰 が敵 か 味方か ？　混沌 と した

雰囲気が表現され て い る 。

与謝野晶子 一 “
君死 にたまふ こ となか れ

”一

　声高な 主戦論の 渦中で 、明治文壇 の 才媛与謝野

品子 は
“
旅順 包囲軍 の 中 に 在 る弟を歎 きて

”
と傍

題 した 、 非戦の 詩を高 らか に歌 い 上 げ た 。

　　あ S を と う と よ 君を泣 く

　　君死 に た まふ こ となかれ

　　末に生 れ し君なれ ば

　　親 の なさ け は ま さ り し も

　　親は 刃を に ぎ らせ て

　 　人 を殺 せ とを しへ し や

君死に た ま ふ こ とな かれ

すめ らみ こ と は 戰ひ に

お ほ み つ か らは出で ま さぬ

か たみ に 人 の 由1を流 し

獸の 道に 死ね よ とは

死ぬ る を人 の ほ まれ と は

（「明星」 明治37年夏季 （辰歳）號）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひ，　・L
　 こ の 詩を大町桂月は

“
国家観念 を藐視 した危険

な思想 …
　　

”
と批判 し た 。晶子 を擁護 す る論調

もあ っ た 。 品子 も 「ひ ら きぶ み 」 で 作家 と して の

自身 の 立場 を明ら か に し た 。 大塚楠緒子 は晶子に

触発 され て
“
お百度詣 で

”
を書 い た 。

（伊藤　整 ［H 本文壇史』 8 、 日露戦争 の 時代 、

講談社文芸文庫）

r太陽』

　明治 28年 に 東京博文館が創刊 した 「太陽』誌上

で も開戦 ととも に 、 主戦 、 非戦 さまざ まな論調が

展 開 された 。 上 述 の 与謝野晶子 の
“
君死 に た ま ふ

こ と なかれ
”

に 対する大田」桂 月の 批判 も、人塚楠

緒 の
“
お百度詣で

”
も、こ の 「太陽』 に 掲載 され

た の で あ る 。

　それ らの 中で 、 開戦劈頭 4 月 の マ カ ロ フ の 戦死

（
“…　　 視点 2

”
参照）を悼む石川啄木 の 108行

に お よ ぶ 次 の 長編詩が 人び と の 注 目を集 め た 。

石川啄木　マ力囗 フ提督追悼 （部分）

　　嵐に黙せ 暗搏 っ 其翼、

　　夜の 車 も、荒磯の 黒 潮 も 、

　　潮 に み な ぎ る 鬼哭 の 啾 々 も

　　暫 し唸 りを鎭め よ、萬軍の

　　敵 も味方 も汝が矛地 に伏せ て 、

　　今大水 の 響き に 我が 呼ばふ

　　 マ カ ロ フ が 名に 暫 しは鎭 まれ よ

　　彼を沈め て 千古 の 浪狂 ふ

　　弦月遠 きか なた の 旅順口 。

　　　 ●　　　o　　　●

ああ偉 い な る敗者 よ 、 君が 名は

マ カ ロ フ な り き。 非常 の 死 の 波 に

最後 の 権威ふ る へ る人の 名は

マ カ ロ フ な りき 。 胡天 の 孤英雄 、

君 を憶 へ ば、身は こ れ 敵國 の

東海遠 き日本 の
一詩人 、

敵 なが ら に
．
呂

：

し き聲あげて

高 く叫ぶ よ 、 （鬼 も跪 づ け 、

敵 も味方も汝 が 矛地 に伏せ て 、

マ カ ロ フ が 名 に 暫 し は鎭まれ よ ）

・　　　・　　　●

我は た惑ふ
、 地 日の 永遠 は 、

力を仰 ぐ有情 の 涙に ぞ 、

仰ぐ力に不斷の 永生の

流轉現ず る尊き閃きか 。

あ あ よ し さ ら ば、我友 マ カ ロ フ よ
、

詩人 の 涙熱 き に、君が 名 の

叫び に こ もる力に 、 願 くは 、

君が 名、我が 詩、不滅 の 信 とも

慰め て我れ こ の 世 に 戦はむ 。

・　　　o　　　o

水無月 く らき夜半 の 窓に 凭 り、
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図 5 − 4　 日露戦争をめぐる人間コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ンの 輪

燭 に 背 きて
、 靜か に 君 が 名を

思 へ ば 、 我や 、 音な き狂瀾裡 、

親 し く 、 君が 渦巻 く死 の 海を

制す最後の姿を観 る が 如

火影 も凍る 黙肅 の 思 ひ か な 。

君 は や逝 きぬ 、逝 きて 猶逝か ぬ

そ の 偉 い なる心 は と こ しへ に

偉簸を 仰 ぐ心 に 絶え ざ らむ。

ああ夜 の 嵐 、 荒磯 の 黒潮 も 、

敵 も味方もそ の 額地 に 下 げ て 、

火焔 の 聲を あげ て ぞ我が呼ば ふ

マ カ ロ フ が 名に暫 しは跪づ け 、

彼を沈 め て 千占の 浪狂ふ

弦月遠 きか なた の 旅順凵 。

（第
・
十巻第十

一
号、明治37年 8 月）

　師で あ る 与謝野 鉄幹 も注 目 し た 大才詩人 の 19

才 の 詩 作 で あ る 。 ア メ リカ の 海 の 詩集 で あ る

1「Surf　 and 　 Wave 』 に 影 響さ れ た （「新潮 冂本

文学辞典』 新潮社）多感な青年詩人は新聞 で 読

んだ マ カ ロ フ戦死の 記事か ら
‘
我友 マ カ ロ フ よ

”

とま で 、感情移入 した の で あ ろ う。も と よ り両

者 は面 識が な い
。

　 しか し
“

…　 　 彼を沈め て 千古の 浪狂ふ 　弦

月遠 き か な た の 旅順凵
”

。
こ の 詩を 、 日本海海

戦で 祖国の た め に 戦い、そ し て 万斛の 無念 を胸

に 東洋 の 海深 く沈ん だ、マ カ ロ フ は じ め ロ シ ア

の 多数の 将兵 た ち の 鎮魂の 詩 と し た い 。

  新 　聞

　開戦 と同時 に多数 の 新聞記者が前線で 取材活動

を行 っ た 。 特派員とな っ た作家も少な くなか っ た 。

　志 賀重 昴 、 岡本綺堂 、田 山花袋 …　　 そ れ に俳

人 の 正 岡子規 も特派員と して 満州に 赴 い た とい う。

　新 聞 の 紙面 は 連 日 、 戦況 に 関す る 報道 で 埋 め っ

くされ た 。 戦捷を報 じる
．
号外 も頻繁 に発行 さ れた 。

む す び

　す で に 述 べ た 囗露戦争全般を通 じて 行わ れ た 、

人間 コ ミ ュ
ニ ケ ー

シ ョ ン の態様を分類す れ ば 図 5 −

4 の 通 りと な る。

　  そ れぞれ相手国側 に諜報員を送 り込 ん で 情報

収 集活動を行 っ て 戦略構想 と戦術作 戦の 企画立案

N 工工
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の た め の 情報 と し た 。 併せ て 、相手側 の 諜報宣伝

と破 壊活動 に従事 させた 。

　  日露両国 と も、そ れ ぞ れ の 同盟国ある い は中

立国 の 観戦 武官が戦場で 戦闘場面 を観戦す る こ と

を認 め た 。 そ れぞ れ の 国 の 軍事上 の貴重 な参考資

料 とされ た 。 また新聞社か ら従軍記者 の 派遣 も認

め た 。 こ れ らが もた らす情報を基 に、軍 事専門家

が、両国 の 基本戦略と各戦闘場面 で の 戦術を論評

し、あ る い は学術上 の 研 究を行 っ た 。

　  両国政府か らそ れ ぞれ広報 さ れ る情報 に加え

て ヒ記   の 情報に 基 づ き、新聞や 雑誌が刊行さ れ

た 。 創作活動が行わ れ、歴史が 語 られ た 。 ま た こ

れ らの 文筆家の 、h場か ら、戦意 高揚 の ため の 、あ

る い は反戦／非戦 を主張す る、論調 が な され た 。

　 
一

般市民は新聞や雑誌あ る い は吉籍など で 伝

え られ る情報を受 容 した 。 そ の 受容を通 して 、 反

戦／非戦 の 広範な 世論が構成 された 。 軍部 の
1’
我

が 軍大勝利
11

との 偏向 した 情報が 報道され た の で 、

講和会議で の 賠償が少な い と して 激昂す る市民 も

少 な くなか っ た 。

　 また国際条約に 基づ く 、 捕虜交換や病院船認定

な ど人道 Eの 問題処理に 必要な コ ミュニ ケ ーシ ョ

ン の チ ャ ネ ル は 、 交戦中で も両国の 間で 確保され

た 。 そ し て捕虜た ち と 、 収容所が 設置され た 地域

住民 と の 、心 あ た た ま る コ ミ ュ
ニ ケ ー

シ ョ ン も伝

え られ て い る 。

文 献
［1」　 谷　壽夫 『機密 日露戦史』原書房、昭和41

　　　年

L2： 稲葉千晴 「明石工作』
一

謀略の 日露戦
一

　　　丸善 ラ イ ブ ラ リ
ー 158、 平成 7年

匚3 ］　 デ ニ ス ・ ウ ォ
ーナ ー、ペ ギ ー。ウ ォ

ー
ナ
ー

　　　共著／妹尾作太男、二 谷庸雄共訳 『日露戦

　　　争全史』 時事通 信社 、 昭和53年

［4 ］　 D ．B ．パ ヴ ロ フ ・S．A ，ペ ト ロ フ （第一部共

　　　著）、且 B．ヂ ェ レ ヴ ャ ン コ （第二 部編）／

　　　左近毅訳 「日露戦争の 秘密』成文社、 1994，

［5］　海軍軍令部 「明治三十七 八年海戰史』第四

　　　部

［6］　安岡昭男
“
凵露戦争と外国観戦武官

”
政治

　　　經済史學 、 第四二 八 ・四三 九合併號 、 2003

　　　年 2 ・3月

［7］　 海軍軍令部 「明治三十七八年海戰史』第十

　　　 二 部巻 二 十
一
一

［8］　 レ ジ ラ ル ド ・カーニ ー著、山本　伸訳 『20

　　　世紀の 日本人』五 月書房、1995．8

［9 ］　 『朝 日新聞 一 重要紙 面の 75年 一
』 朝 日新

　　　聞社、昭和 29年

風 速 換 算 表 太平洋学会事務局

mph not mp8 mp8 mp ot ot mp 皿 ps
30 26．1 13．4 15 33．6 29．2 20 23．0 10．3
40 34．8 17，9 20 44．7 38．9 30 34．5 15．4
50 43．4 22．3 25 55 ．9 48 ．6 40 46 ，0 20．6

52．1 26．8 30 67．1 58．3 50 57．6 25．7
70 60．8 313 35 78．3 68．0 60 69．1 30．9
80 69．5 35．8 40 89．5 77，8 70 80．6 36．0
90 8．2 402 45 100．7 87．5 80 92」 41．2
100 86．9 44．7 50 111．9 97．2 90 103．6 463
120 104，3 53．6 55 123．1 107．0 lOO ll5．】 51，4
140 121 ．6 62 ．6 60 1342 U6 ．6 120 138 ，1 61．7
160 139．0 71．5 65 145．4 126，3 140 16L1 72，0
180 156．4 80．5 70 156．6　一．」顔一一

167．8
136．1 160 184．2 82．3

200 173．8 89．4 75 145．8 180 207．2 92−6
220 19L1 98 ．3 80 179．0 155．5 200 230 ，2 102．9
230 199．8 102．8 90 201 ，4 175，0 210 24L7 108 ．0
240 208．5 107 ．3 100 223 ．7 194．4 220 2532 ll3．2

mph 　＝ 　miles 　per　hour （時速 1，609 メ
ートル）　 knot ＝ 時 速 1，852 メートル　　mps 　＝ 　meters 　per　second （秒速）
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          International Time

                       UTC

AmeTican Samoa  
-1100

Canton Is.(see phoenix Is.)

Christmas lsland -1400

Chuuk  +1000

Cook Islands -1000

East Timor +0800

Easter Is,(see Rapa Nui)
Fiji -1

 120D

Guam  +1000

Hawai'i 
-1000

Johnston  lsland -1000

Kiribati (Tarawa) +1200

(also see  Christmas and  Phoenix)

Kosrae  +1100

Lord  Howe  +1030

Majuro +1200

Marquesas  lslands  
-0930

Marshalls (see Majuro)
Midway  Island rllOO

Nauru  +1200

New  Caledonia +1100

Niue  
rllOO

Norfolk Island +1130

Palau +0900

Papua  New  Guinea +1000

Phoenix  lslands  +1300

Pitcairn lslands J0830

Pohnpei  +1100

Rapa  Nui  
-0600

Saipan  (CNMI) +1000

Samoa  
rllOO

Solomon  lslands '+'llOO

Tahiti --
 1OOe

TaTawa  (see Kiribati)
Toke]au  

rllOO

Tonga  +1300

Tuamotu  lslands -1000

Tuvalu  +1200

Vanuatu  +11OO

Wake  Island t1200

Wallis et  Futuna  +1200

West･ Papua(Jayapura) +0900

yap  -10eO

JeCili.pf\'`k'""2005Gi  5 Efitseg94
 
il(eg28g"fi'i  1 ,l)

Calculator

DST

+lloe

-eseo

-2000

+1400

+1200

   for the Pacific Islands

JST  UTC
-2000

 +0800  East Timor

        +0900  (Tokyo)
+0500  Palau

+OIOO  West  Papua  (Jayapura)
-1900  +1000  Chuuk
LOIOO

 Guam

               Papua  New  Guinea
t0300  Saipan (CNMI)

+OIOO  yap
-1900

 -1030  Lord  Howe
-1900

 +1100  Kosrae

+0300  Pohnpei

               New  Caledonia
+0200  Solomon  lslands
Le130

 +1130  Norfolk lsland

t0300  +1200  Fiji
-1830

 Kiribati (Tungaru only)

               Marshall  Islands
-2000

 Nauru
t03eO  Tuvalu

+0200  Wake  lsland
-20eO

 Wallis et  Futuna

+0230  +1300  Norfolk lsland

 OOOO Tonga

+0100  +1400 Christmas (Kiribati)
+0400  

vllOO
 Ameriean  Samoa

-1730
 Midway  (U.S.A,)

+0200  Niue
-150Q

 Samoa
+OIOO  Tokelau

        
JIOOO

 Ceok lslands

+e200  Hawai"i
-1900

 Johnston.(U.S.A.)

               Tahiti
L2000

 Tuamotu

+0400  
"0930

 Marquesas lslands
-1900  -083e  Pitcairn

+0300  
-060e

 Rapa  Nui  (Chile)
+0200+0300+0300

 oooo+0100

     UTC  =  Universal Time, formerly GMT,

     DST  =  Daylight  Saving Time

     JST =  Japan Standard Time
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